
The Japanese Association for Behavior Analysis(JABA)

NII-Electronic Library Service

The 　Japanese 　Assooiation 　for 　Behavior 　Analysis （JABA ｝
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　　　　　　　　　 （目的】

　学習障害児や注意欠陥多動障害児に お い て ，話 し

言葉に は問題がないが，文章な どを読む際に と ば し

読みや読み間違い と い っ た読み の 困難を示す場合が

多 く見 られ る．読み ス キル は，学業にお ける基礎ス キ

ル で あ るだ けで な く，学校場面に文章 で の指示 も多

い ため に学校適 応 の 面 にお い て も重要 で ある。こ こ

で読み の 困難 の 分析を して み る と，一
音ずつ の 読み

や拗音，濁音，促音の読み間違い と い っ た要 素が多

い 。こ れ は入 力された視覚情報を音韻表象や意 味表

象に変換す る こ とが 困難で あ る た め とされ て い る

（行 廣 ・川上，2000 ）。そ の ため，読み の 流暢性 が低

くな っ て い る可 能性があ る。こ の 単語 （単音 ）
一

音声

一
絵 と い う読 み や 理解 の 関係 は ， 行動分 柝学 の 観点

か ら は ，等価関係 と し て 分析 で き る 。し た が っ て ，等

価関係を成立 させ る こ と で ，読み の 流暢性と 正 確性

を向上 させ る こ とが で き る と考 え られ る。そ こ で 本

研 究で は，  そ れま で の 学習 経験 か ら等価 関係 が成

立 して い る既知 の 単語 の 方が，等価関係が成立 して

い な い 未知の 単語よ りも読み の 流暢性が高い か と い

う点，  文字 と絵の 関係を訓練する こ とに よ り，文章

の 読み の 流暢性 が向上す る か と い う点，を検討す る

こ とを 目的 とした。

　　　　　　　　　 【方 法 萋

参加児 ：実験に 参加し たの は 1 名の 男児 で ，実験開

始時 の 生活年齢は，6：11 で あ っ た。CA5 ：11時に行 っ

た   田中 ・ビネ
ー

式知 能検査，  絵画語彙検査 の 結果

は，  田中 ・ビネー
式知能検査で MA4 ：0e，　 IQ68 で

あ っ た。  絵画語彙検査 の 結果は，語彙年齢 3；08，語

彙知能 指数 （VIQ ）62 で あ っ た。多動傾向がやや強

く，そ の た め ， 微細 な運 動反応 ， 視覚運動協応 に困難

が見 られた。

場面設定 ：本研究は，すべ て 大学の プレイル
ーム に

お い て 行われた。指導は ，基本的 に週 1セ ッ シ ョ ン

120分の 内，20 分ほ ど行 われ て い た。セ ッ シ ョ ン全

体で ト
ー

ク ン シ ス テ ム を導入 して お り， 強化子 とし

て ト
ー

クンシ
ー

ルが与 え られ，集めた シ
ー

ル は課題

間 の 休み時間 3分 間に，お もち ゃ を交換する こ と が

できた。

刺激文 ：刺激に は，「○○に○○ を○○する 」 と い う

文型 を 用 いた 。 概知刺激は B 常で の 出現頻度の 高い

単語を使用 し，未知単語 には 嘆常で の 出現頻度の 低

い と思われ る単語を使用 した。 1 セ ッ トは 3 つ の 文

章 で 構成 された。

従属 変数 ；刺激文 の 提 示 か ら参加 児 が 文書を 読み終

え る ま で の 時間 を 1 文 あた り の読み に か か る時間 と

し て 計測 し，読み の 流暢性 の指標 と した。

手続 き

　 ベ ース ラ イ ン ：ベ
ー

ス ラ イ ン で は，参加児 に まず

刺激 文 の 印刷 され た紙 を提示 し，「声に 出し て 読ん で

み て くださ い 」 と教示 した。子どもの 読み に 正 誤に

関わ らず，「うん，そ うだね 」 と い う形で 課題従事の

み を強化 し，読み に関す る フ ィ
ー

ドバ ッ クや指示 は

行わ なか っ た。 1 セ ッ ト3刺激 を 3回ずつ 読む 計 9

試行 を 1 ブ ロ ッ ク とした。なお，ベ ー
ス ライ ン で は，

未知 単語で構成された文章セ ッ トと既知単語で 構成

さ れた文章セ ッ トの両方を評価 した。

　 恣意的見本合わせ （文字 → 絵）訓 練後評価 ：恣意 的

見本合わせ （文字 → 絵）訓練後評価で は，まず未知の

単語 を見本刺 激 とし，それ に 対応する絵カードを選

択す る訓練を行 っ た 。 訓練で は，「○○に」 「○○を」

「○○する 」の 3 つ の ク ラ ス ごとに分類をし ， 各 3 刺

激 につ い て 順 に訓練 を行 っ た。まず，見 本刺激 を提

示 し，「こ れ くださ い 」 とい い なが ら，比較刺激 3 つ

を提示 した。対応する比較刺激を選択で きた場合に

は 「そ うだね 。正解」と正答 の フ ィ
ー

ドバ ッ ク と社会
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的賞賛を，誤 っ た 比較刺激を提示 した場合に は 「残

念」 とい う誤答の フ ィ
ー

ドバ ッ クを行 っ た。各 3 刺

激 3 連続正 答 （合計 9連続正 答）で きた とき に
， 学

習が成立 した もの として 訓練を終 了 した。

　訓練終了後 に ， 訓練に 使用 した刺激 で 構成 さ れ た

刺激文 3文 の 評 価を行 っ た。評価の 手続き は ベ ース

ライ ンと同様 と し た。

　 プ ロ
ーブ 1 ： プロ

ーブ 1 で は ，ベ ース ラ イ ン と 同

じ 手続 き で 未知 の 単語 で 構成された刺激文の読み を

評価 し た 。

　 恣意的見本合わ せ （絵 → 文字 ）訓 練後評価 ：MTS

訓練 （絵 → 文字 ）訓練後 評価 で は，まず絵カ
ードを

見本刺激と し，それ に対 応する単語 カー ドを選択す

る 訓練を行 っ た。刺激は未知で ある と思わ れ る単語

とそ れに対応す る絵刺激を使用 した。手続 き，達 成

基準 は，恣意 的見本合わせ （文 字 → 絵 ）訓練 後評価

と同様 とした。訓練終 了後，ベ ー
ス ライ ンと同 じ手

続 きで訓練に使用 した単語 で構成された刺激文の 読

み を評価 した。

　 プ ローブ 2 ： プロ ーブ 2 は ，プローブ 1 と同様の

手続き で行 っ た。

　　　　　　　　　　【結果 】

　 各ブ ロ ッ ク 9 試行 の 読み の 平均読み時間を Fig．1

に 掲載 した 。 ベ ース ライ ン で は，既知単語で 構成さ

れ た文 章が平均 5．60秒で 読めた の に対し ， 未知の 単

語 で 構 成 された文章 は平均 9．98秒か か っ て い る。

　 次に 恣意的見本合わせ （文字 → 絵）訓 練後評価を

見る と，平均 4．69 秒と ベ ース ライン で の既知単語の

水 準まで 読み の 時間が短縮された。そ こ で ， プ ロ
ー

ブ 1 に移行 した と こ ろ ，
ベ ー

ス．ラ イ ン よ り多 少速 い

が 平均 7，18秒 と 既知単語 の ベ ー
ス ライ ンや 恣意的見

本合わ せ （文字 → 絵）訓練後評価に 比較する と やや

CS j　 　　 ペ ースライ ン

42

　
　
　

0
　

　

　

8
　

　

　
6
　

　

　

4
　

　

　

2

　凵の
ZQ

亀

諡匡
O
≡
O

話匡
」
Qω
盞
藷

O

恣憲的見本　 ブ ローブ T　　盗憲的見夲 　 ブ ロ ーブ 2

Fig．1文あ た りの 読み にかか る平均 時同
BLOCKS

遅か っ た。そ こ で ，恣意的見本合わせ （絵 → 文字）

訓 練後評価 を行 っ た と こ ろ，やや右下 が りの 結果で

は ある が ，平均 5．70 秒程度 の 結果 で あ っ た。再度

の プ ローブで あ る プ ロ
ーブ 2 で は，平均 4．90 秒と

既知単語 と同水準の読み の 速さ で あっ た。

　訓練場面 にお い て は，特に使用する単語の 読み を

指 示す る こ とはなか っ たが，参加児が 自発的に音声

表 出をする 場面 が多く見 られた。

　　　　　　　　　 【考察】

　本研究 の 結果，未知単語で 構成され た文章よ り，

既知 の 単語で 構成された文章の方が読み の 流暢 性が

高い こ と，文字か ら絵，絵か ら文字 の 恣意的見本合

わせ訓練によ り読み の 流暢性 が向上する こ とが明ら

か とな っ た。こ れ までは ， 読み の指導に おい て は，

正 確性 の 指導に重点が置か れて きた。
一

方，読み の

流暢性 も含め て 行動の 流暢性の 指導は，効果の 維

持，耐久性，注意拡散の 防止，訓練の転移な どに有

効 で あ る こ と が 明 ら か に な っ て い る

（Binder，1996）。流暢性を促進す るため の 条件を明

らか にする研究が今後 とも必要 で ある と考え られ

る。

　 本研 究は，等価関係に基づ い た語彙の 拡大 が、流

暢性の促進に効果的で あ る こ とを示 した。今 後は、

獲得 した単語が他 の 文型 の 文章 の 中に入 っ た場合で

も効果 が維持 される の か を検討を して い く必要があ

ろ う。

（Hiroshi　Sugasawara ，　 Yuko 　Hirai
，
　 Jun −ichi

Yamamoto ）
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